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雲仙市農業委員会会議録

雲仙市農業委員会
第１回雲仙市農業委員会総会議事録

１　招集日　　　　　　　平成28年３月22日（火）
２　開会日時及び場所
　　　　　　　　　　　　平成28年３月22日（火）　　午後２時15分

　　　　　　　　　　　　雲仙市役所本庁舎別館　防災対策室１・２
３　閉会日時　　　　　　平成28年３月22日（火）　　午後２時50分

４　委員氏名
　 (1)出席者（30名）
　　　２番　三浦　憲二　　３番　大島　忠保　　４番　渡部　　篤　　６番　中川　實美
　　８番　本田　岩勝　　９番　林田　　剛　　10番　横田　晴喜　　11番　松尾　文昭

12番　宮本　俊治　　13番　井上　　茂　　14番　吉田　良一　　15番　平野　利光
16番　森﨑　茂德　　18番　内田　弘幸　　19番　東　　康敬　　20番　岩永　　篤
21番　鶴﨑　　進　　22番　徳永　玉義　　23番　池田　兼三　　24番　草野　　定
25番　峯　　辰志　　27番　大久保信一　　28番　田浦　則利　　29番　熊辻　　篤
30番　林田　　勲　　31番　松尾　茂敏　　32番　鵜殿　徳康　　34番　馬場　　保
35番　小筏　正治　　36番　川内　幸徳

　 (2)欠席者（5名）
　　　１番　水口　正好　　５番　松永　　一　　７番　渡辺　勝美　　17番　草野　英治
　　　33番　渡邉　茂徳
５　議事に参与した者

　　　　　　　　事務局長　　　　　秋山　勝也
　　　　　　　　参　　事　　　　　清水　友秀
　　　　　　　　課長補佐　　　　　増冨　浩彦
　　　　　　　　主　　査　　　　　福田　智美
愛野総合支所参事　　　　　松本　洋一

　　　　小浜総合支所主査　　　　　石丸　裕憲

６　提出議案及び報告事案
　　　日程第１　会議録署名委員の指名について
　　　日程第２　報告第１号　平成２７年度雲仙市農業委員会事業報告について
　　　日程第３　議案第１号　平成２７年度雲仙市農業委員会の目標及びその達成に向けた活動の点検・評価（案）について
　　　　　日程第４　議案第２号　平成２８年度雲仙市農業委員会重点活動（案）及び会議日程（案）について
　　　日程第５　議案第３号　雲仙市農業委員会非農地証明事務取扱要領の制定について
７　会議の要領及び議決事項
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

午後２時15分開会

○事務局長（秋山　勝也君）　定刻になりました。本日の出席委員数は３５名中３０名で、農業委員会等に関する法律第２１条第３項の規定による過半数に達しておりますので、総会は成り立ちます。会長に開会をお願いいたします。
○議長（川内　幸徳）　皆さん、こんにちは。年度末のあわただしい中、また、昼間のお仕事のお忙しい中、ご出席をいただきありがとうございます。
ただいまから、平成２８年第１回雲仙市農業委員会総会を開会いたします。

本日の付議すべき事項として、報告第１号、平成２７年度雲仙市農業委員会事業報告について、議案第１号、平成２７年度雲仙市農業委員会の目標及びその達成に向けた活動の点検・評価（案）について、議案第２号、平成２８年度雲仙市農業委員会重点活動（案）及び会議日程（案）について、議案第３号、雲仙市農業委員会非農地証明事務取扱要領の制定についての４件を付議します。

委員皆様の協力方よろしくお願いいたします。

なお、議事進行上発言される場合は挙手をして、議長が指名をしてからマイクを通して発言してください。

また、携帯電話は、電源を切っていただくか、音がしないようにご協力をお願いいたします。

これより議事に入ります。

日程第１、会議録署名委員の指名を行います。会議録署名委員は雲仙市農業委員会会議規程第１２条第２項の規定により、６番・中川委員、８番・本田委員、両委員を指名いたします。
　　次に、日程第２、報告第１号平成２７年度雲仙市農業委員会事業報告についてを議題といたします。事務局の報告を求めます。

○参事（清水　友秀君）　議案書の２ページをご覧ください。

　　報告第１号、平成２７年度雲仙市農業委員会事業報告について
次のとおり、平成２７年度雲仙市農業委員会事業について報告する。平成２８年３月２２日提出。雲仙市農業委員会会長、川内幸徳。
内容につきましては、担当より説明いたします。
○課長補佐（増冨　浩彦君）　議案書の３ページをご覧ください。
　　１．農業委員会及び関連事業報告について説明いたします。
　　主なものだけ報告させていただきます。
８月５日は、平成２７年第３回総会として改選後初総会が開催され会長外役員の改選が行われました。
８月２１日、平成２７年度長崎県県南地域農業委員会協議会農業委員及び職員研修会が島原文化会館で開催されました。その折、中川委員が農業委員通算３期９年以上により協議会の表彰を受けられました。
農地パトロールについては、農業委員により、地区を指定し、９月～１１月までの間で雲仙市全域において実施いたしました。

１１月２７日は第４回総会が建議書の案について外１件を議題として開催されました。
例年開催しておりました１月の総会は、農業委員会法の改正に伴い委員選挙がなくなった関係で開催しておりません。

１２月１３日には、農業委員会主催で初めての婚活イベント、ポテ婚を開催しております。継続できるか来年度の活動に期待します。その他の活動につきましては、例年どおりの活動内容でございます。
　　次に、３．農地部会について報告をいたします。
５ページをご覧ください。
　　会議の開催状況、農業委員会等に関する法律及び条例並びに雲仙市農業委員会が定める会議規程等に基づき、下記のとおり開催しました。

　農地部会は毎月１回の開催で、全部で１２回となっています。審議内容及び報告事項は、表の中の１から１４をご覧ください。審議件数は合計２,１０２件となっております。

　　６ページをご覧ください。
（２）農地関係取扱状況、農地法等の法令により、その権限に属された許可申請書等につき審議しました。農地法第３条、平成２７年４月から平成２８年３月までの合計件数１１６件、田畑合わせて３０７筆、面積２０８,４８３.３９平米ございます。

下段は受け手が市外で件数９件、田畑１０筆で１０,７０２.５平米になっております。
　　次に、農地法第４条、合計件数１４件、田畑合わせて１７筆、面積１０,７７５.１６平米でございます。

　　次に、農地法第５条、合計件数５１件、田畑合わせて５８筆、面積３３,８１２.９１平米ございます。

　　７ページをご覧ください。

（３）平成２７年度農業経営基盤強化促進事業、所有権移転の売買、贈与、及び貸借権等の合計件数９８９件、面積３,５０３,７７２.４４平米です。これは農地中間管理機構へ貸し付けた分で増加となっており、内訳は下段の表のとおりでございます。

　　以上で農地部会の報告を終ります。

○参事（清水　友秀君）　次に８ページをご覧ください。
４．農政部会について報告いたします。
農政部会についても農業委員会等に関する法律などに基づき、平成２７年度に１２回の農政部会を開催いたしました。内容は、資料に記載のとおりです。
今年度は、７月が農業委員の改選があり、８月から新たな農業委員会や各部会の体制が大きく変わった関係もあり、１年間を通じて建議書作成、農地の下限面積、農業委員会だよりを中心とした開催になりましたが、毎回、その他の項目で様々な分野についても検討・研修を行いました。
また、建議書作成については、昨年度に引き続き今年度も農政部会委員を中心に建議書作成委員会を立ち上げ取り組みました。
さらに、１２月には農業委員会だよりの作成にあたり、小浜町の２件の農家を訪問し、研修及び意見交換をさせていただきました。
次に、９ページをご覧ください。
５．研修・その他会議等について報告いたします。
まず、①の先進地視察研修では、改選前の７月に２４人の委員がベトナムのホーチミン市などを３泊４日で訪問し研修を行いました。
次に、８月に開催された②の長崎県県南地域農業委員会協議会の研修会には、島原半島３市の農業委員とともに２７名が参加しました。
また、１０月と１１月には、③視察研修受入として佐賀市農業委員会をかわきりに、茨城県水戸市及び鹿児島県南さつま市農業委員会の視察研修を受け入れ、会長・副会長・両部会長で対応を行っております。
また、④として農業委員及び農業者年金受給者協議会役員を対象として農業者年金加入推進会議を８月に行っております。
１０ページをご覧ください。
⑤の建議書作成委員会等につきましては、８月に農業者や農業関係機関との意見交換会を開催するとともに、９月、１０月、１１月の各農政部会終了後に３回の作成委員会を開催し、１１月の臨時総会で市に対する建議書について審議・可決し、１２月に市長へ提出しておりました。今年の２月に回答書を受領したところです。その内容につきましては、農業委員会だよりにも掲載しております。
次に、１１ページをご覧ください。
６．農業者年金加入状況等について報告いたします。３月１０日現在で、加入者３９７名、うち新規加入者２５名、受給者が１，２００名、待機者が３８７名となっております。ちなみに今年度の新規加入の目標が２０名でしたので、昨年度に引き続き目標達成となりました。
委員の皆様には加入推進活動等、ご協力いただきましてありがとうございました。
以上で、報告第１号、平成２７年度雲仙市農業委員会事業報告についての説明を終わります。
○議長（川内　幸徳）　ただいまの事務局の報告について、何か意見・質疑等はありませんか。
〔「なし」と言う者あり〕

○議長（川内　幸徳）　それでは、意見・質疑等がないようですので、報告第１号についてはこれで終わります。

　　次に、日程第３、議案第１号、平成２７年度雲仙市農業委員会の目標及びその達成に向けた活動の点検・評価（案）についてを議題といたします。事務局の説明を求めます。

○参事（清水　友秀君）　議案集の１２ページをご覧ください。

　　議案第１号、平成２７年度雲仙市農業委員会の目標及びその達成に向けた活動の点検・評価（案）について
次のとおり、平成２７年度雲仙市農業委員会の目標及びその達成に向けた活動の点検・評価（案）について、総会の議決を求める。平成２８年３月２２日提出。雲仙市農業委員会会長、川内幸徳。
内容につきましては、担当より説明いたします。
○課長補佐（増冨　浩彦君）１３ページをご覧ください。
　　平成２７年度雲仙市農業委員会の目標及びその達成に向けた活動の点検・評価（案）についてでございますが、Ⅰ、法令事務に関する点検、１、総会等の開催及び議事録の作製。これにつきましては、昨年２６年度とほとんど内容が変わっておりませんが、議事録の公表については、ホームページで公表したことを追加しております。
　　次に、１４ページをご覧ください。

　　２、事務に関する点検。
（１）農地法第３条に基づく許可事務ですけれども、今年度の処理件数は１１６件、うち許可が１１６件で、不許可はありませんでした。点検項目、具体的な内容等については、昨年度と変わっておりませんが、審議結果等の公表については、こちらもホームページで公表したことを追加しております。
　　（２）農地転用に関する事務、１年間の処理件数は６５件でした。点検項目、具体的な内容については大体昨年と同じ内容となっておりますが、審議結果等の公表については、同じくホームページで公表したことを追加しております。
　　１５ページをご覧ください。

　　（３）農業生産法人からの報告への対応ですけれども、管内の農業生産法人数は２５法人で、報告書が提出されております。

　　（４）情報の提供等については、ホームページで公表するとともに、広報紙に掲載しております。

　　次に、１６ページをご覧ください。
　　その他の法令事務で農用地利用集積計画の決定の処理件数は９８９件です。

農地中間管理事業の関係で昨年と同様、大幅に増加しております。審議結果等の公表については、こちらもホームページで公表したことを追加しております。
次に、１７ページをご覧ください。
　　Ⅱ、法令事務、遊休農地に関する措置に関する評価であります。

　　２７年度の目標及び実績ですけれど、目標としては１０ヘクタールの解消を目標としており、実績が１２ヘクタールで１２０％の達成でした。３．２の目標の達成に向けた活動として、９月から１１月でパトロールが農業委員で行われています。

　　次に、１８ページをご覧ください。

　　Ⅲ、促進等事務に関する評価でございます。

　　１、認定農業者等担い手の育成及び確保につきましては、平成２７年３月の９５６経営に対して平成２８年３月の実績が９５８経営により、目標の認定農業者を２経営増の目標にしていましたけれども、目標どおり２経営の増となりました。

（３）（２）の目標の達成に向けた活動ですけれども、計画は総会のときに決定されていますので、実績だけ報告させてもらいます。

　　新規認定で１８経営増加したが再認定を受けなかったのが１６経営体でありました。これは、担い手育成総合支援協議会が主体となって推進活動を行うとともに、認定農業者の総会等において啓発を行ったが、再認定の向上にはつながらなかったことが原因だと思われます。
　（４）評価の案ですけれども、目標に対する評価の案としては、実態を踏まえた目標値の再検討をしていく必要がある。活動に対する評価の案としては、担い手育成総合支援協議会と連携して、高齢化する認定農業者の再認定等の対応が必要ではないかと思われます。
　　次に、１９ページをご覧ください。

　　２、担い手への農地の利用集積ですけれども、平成２７年３月現在の２,６２４ヘクタールに対して平成２８年３月の実績が２,９７４ヘクタールとなっております。

（２）の実績は、農地中間管理事業関係で昨年同様地域のまとまった農地が集積された関係で増加になっております。

（４）評価の案ですけれども、目標に対する評価の案としては、南串山町、小浜町の地域を見込んで目標値を３０ヘクタールとしておりましが、予定地区以外での農地中間管理事業が始まり地域でのまとまった農地が担い手へ貸し出されました。今後、実績を踏まえた目標値を再検討していく必要があると思われます。

活動に対する評価の案としては、農地の利用集積に関する周知活動に努め、地域のまとまった農地を担い手に集積する。市、関係団体と連携して認定農業者などの担い手の確保を図るとともに、利用集積を推進していくことが必要であると考えられます。
　　次に、２０ページをご覧ください。

　　違反転用への適正な対応について、違反転用面積の０.５ヘクタールは２８年３月現在で把握している面積です。（３）（２）の目標の達成に向けた活動ですけれども、活動実績としては、９月から１１月に農地パトロールを実施し違反転用の防止に努めてきました。

また、２７年度市内自治会長会議において農業委員会事務局から違反転用についての注意、呼びかけを行った。さらに農業委員会だよりへも掲載し啓発を図っております。

（４）評価の案ですけれども、目標に対する評価の案としては、違反転用の早期発見により適切な指導を行い解決する事ができた。活動に対する評価の案としては、委員による日常の監視、広報誌による注意喚起により一定の効果があっていると思われます。
　　以上で議案第１号の説明を終わります。
○議長（川内　幸徳）　議案第１号につきましては、ただいまの説明のとおりです。

　　これより、議案第１号に対する質疑を行います。本議案について、何か意見・質疑等はありませんか。
〔「なし」と言う者あり〕
○議長（川内　幸徳）　ご質疑がないようですので、議案第１号、平成２７年度雲仙市農業委員会の目標及びその達成に向けた活動の点検・評価（案）について決定することに異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（川内　幸徳）　ご異議なしと認めます。したがって議案第１号、平成２７年度雲仙市農業委員会の目標及びその達成に向けた活動の点検・評価（案）については、原案どおり決定いたします。
　　次に、日程第４、議案第２号、平成２８年度雲仙市農業委員会重点活動（案）及び会議日程（案）についてを議題とします。事務局の説明を求めます。

○課長補佐（増冨　浩彦君）　議案書の２１ページをご覧ください。

　　議案第２号、平成２８年度雲仙市農業委員会重点活動（案）及び会議日程（案）について
次のとおり、平成２８年度雲仙市農業委員会重点活動（案）及び会議日程（案）について、総会の議決を求める。平成２８年３月２２日提出。雲仙市農業委員会会長、川内幸徳。

　　内容につきましては、担当より説明いたします。

○参事（清水　友秀君）　議案書の２２ページをご覧ください。
まず、重点活動（案）について、読み上げます。
１．農地等の利用の最適化（担い手への農地利用の集積・集約化、耕作放棄地の発生防止・解作、新規参入の促進）の推進を図る。
２．農地の集積は、農地中間管理事業への誘導を進めるとともに、守るべき農地の明確化を積極的に行う。
３．農業者年金制度の趣旨を理解し、女性農業者、後継者など家族加入を進め、加入目標を達成するよう推進する。
４．新制度や農政の動きをより速く理解するため、全国農業新聞、全国農業図書の普及に努める。
５．毎月の活動は必ず翌月に点検し、重点活動の取組目標を実現する。
次に、２３ページをご覧ください。別にＡ３サイズの１枚紙でもお配りしております。
会議日程（案）ですが、まず、各地区調査会及び農地部会については、例年どおりの日程を参考に計画しております。農政部会については、昨年度から毎月１７日を基準にその前後で調整しており、先日の農政部会で了承いただいたところです。
次に、下段左側の総会につきましては、昨年の法改正により選挙人名簿の調製がなくなりましたので、これまで毎年１月に開催しておりました農業委員会委員選挙人名簿登載申請のため総会を開催する必要がなくなりました。
また、これまで３月の総会で審議しておりました次の年度の農業委員会全体の活動計画については、現在、様式の変更が検討されており、２８年度計画は６月末までに新様式で作成することとされました。その関係で２８年度に限っては、総会を６月に開催する必要が生じたため、第２回を６月２４日に計画し、２９年の第１回を３月２２日としております。
これとは別に、市への建議書、２８年度からは意見書ですが、これを出す場合など必要に応じて臨時総会や全員研修会なども開催することになるかと思われます。
次に、下段右下の長崎県農業会議の常任会議員会議については、１年間の予定をお示ししております。
また、島原半島３市の県南地域農業委員会協議会の研修が毎年８月下旬に予定されております。
以上で、議案第２号、平成２８年度雲仙市農業委員会重点活動（案）及び会議日程（案）についての説明を終わります。
○議長（川内　幸徳）　議案第２号につきましては、ただいまの説明のとおりです。

　　これより、議案第２号に対する質疑を行います。本議案について、何か意見・質疑等はありませんか。井上委員、どうぞ。

○委員（１３番　井上　　茂君）　議席番号１３番、井上です。この前農政部会があり、平成２８年度の事業計画について了承しましたが、その計画の中で、１２月に生前贈与など相続についての研修が予定されていましたが、農政部会でも農家の方々からそういう質問もあるということでしたので６月に総会があるなら、その時に全体で研修したらどうでしょうか。
○議長（川内　幸徳）　６月にですか。
○委員（１３番　井上　　茂君）　農家の方々からそういう質問があるということでしたので、早目にしておいた方が良いと思います。
○議長（川内　幸徳）　１２月の農政部会で計画していた相続関係についての研修を６月の総会の後に全員で研修したらどうかということですが、皆さんよろしいですか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（川内　幸徳）　それでは、相続関係についての研修を６月の総会の後に行いたいと思います。他にありませんか。東委員、どうぞ。
○委員（１９番　東　　康敬君）　議席番号１９番、東です。この前の農政部会の時、４月１８日に農政部会が予定されていました。その時に会計検査が入るかもしれないので流動的ということでしたが、もし、会計検査が入った時の対応はどうするのか、日程を変えるのか中止するのかどうですか。
○事務局長（秋山　勝也君）　会計検査の日程の発表しだいですが、できるだけ日程変更で対応し、なるべく中止にはしない方向で考えたいと思いますがどうでしょうか。
○委員（１９番　東　　康敬君）　わかりました。
○議長（川内　幸徳）　他にありませんか。徳永委員、どうぞ。
○委員（２２番　徳永　玉義君）　議席番号２２番、徳永です。県南協議会の研修の８月下旬というのは、まだ場所は分かっていませんか。

○参事（清水　友秀君）　２８年度もまだ島原市農業委員会が県南協議会の事務局ですので、おそらく去年と同じで島原文化会館だと思われます。
○委員（２２番　徳永　玉義君）　わかりました。
○議長（川内　幸徳）　他にありませんか。
〔「なし」と言う者あり〕
○議長（川内　幸徳）　他に意見・質疑がないようですので、議案第２号についてお諮りいたします。議案第２号、平成２８年度雲仙市農業委員会重点活動（案）及び会議日程（案）について決定することにご異議ありませんか。
〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（川内　幸徳）　ご異議なしと認めます。したがって議案第２号、平成２８年度雲仙市農業委員会重点活動（案）及び会議日程（案）については、原案どおり決定いたします。
　　次に、日程第５、議案第３号、雲仙市農業委員会非農地証明事務取扱要領の制定についてを議題とします。事務局の説明を求めます。

○参事（清水　友秀君）　議案書の２４ページをご覧ください。

　　議案第３号、雲仙市農業委員会非農地証明事務取扱要領の制定について

次のとおり、雲仙市農業委員会非農地証明事務取扱要領の制定について、総会の議決を求める。平成２８年３月２２日提出。雲仙市農業委員会会長、川内幸徳。
　　内容につきましては、担当より説明いたします。

○課長補佐（増冨　浩彦君）　２５ページをご覧ください。
まず、平成２８年４月１日改正予定の長崎県の農地転用関係事務指針において、非農地証明事務処理要領が撤廃され事務指針の中に集約されるため、雲仙市農業委員会において事務取扱要領として新たに定めておく必要があります。内容につきましては、各地区調査会等を通じて委員の皆様には、簡単ではありますが県の要領を配布して説明させていただいたところであります。

その中に、市が定めた基準に該当する土地として、法の範囲内で地域の事情に係る事項等を定めることができるとなっておりますので、今回制定しようとするものです。
大きな相違点としましては、県の指針の中では、非農地証明の基準として非農地となってから２０年以上経過したものという文言が廃止されておりますが、雲仙市としましてはこれまでどおり基準の目安として２０年以上という文言を残しております。
以上で、議案第３号、雲仙市農業委員会非農地証明事務取扱要領の制定についての説明を終わります。

○議長（川内　幸徳）　議案第３号につきましては、ただいまの説明のとおりです。

　　これより、議案第３号に対する質疑を行います。本議案について、何か意見・質疑等はありませんか。
〔「なし」と言う者あり〕

○議長（川内　幸徳）　ご質疑がないようですので、議案第３号についてお諮りいたします。議案第３号、雲仙市農業委員会非農地証明事務取扱要領の制定について決定することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（川内　幸徳）　ご異議なしと認めます。したがって議案第３号、雲仙市農業委員会非農地証明事務取扱要領の制定については、原案どおり決定いたします。
お諮りします。本総会における議決事件について、その条項、字句、数字、その他、整理を要するものについては、その整理を議長に委任されたいと思いますが、ご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（川内　幸徳）　ご異議なしと認めます。したがって、これらの整理を要するものについては、議長に委任することに決定しました。

　　以上で、本日の総会の日程はすべて終了しました。これをもちまして、平成２８年第１回雲仙市農業委員会総会を閉会いたします。ご協力ありがとうございました。
午後２時50分閉会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	　　　会議の経過を記載して、その相違ないことを証するため、ここに署名する。
　　　　　　平成28年　3月22日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　議　　長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　署名委員

　　　　　　　　　　　　　　　　　　署名委員
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